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アラ

ν
ス
植
民
帝
国
の
問
題

.
第
五
十
五
巻

六

告書

離

ブu
J、

フ

フ

ニ〆

ス

植
民
一
帝
園
の
問
題

f
l第
二
次
世
界
大
戦
前
に
お
け
る

l
i

河

野

健

フ
ラ

Y

見
植
民
帝
闘
と
大
英
帝
図

欧
洲
に
治
け
る
最
初
の
大
植
民
帝
国
は
、
周
知
の
ご
と
〈
十
六
世
紀
に
島
い
て
先
づ
ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
ス
ベ

イ
y
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
相
挫
ん
で
そ
の
世
界
支
配
を
打
ち
樹
て
た
が
、
次
い
で
そ
の
遺
産
は
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ
て
引
継
が
れ
る
と

と
込
左
り
、
之
と
時
を
同
じ
く
し
て
フ
ラ
ン
ス
は
ス
ペ
イ
ン
に
封
す
る
勝
利
に
基
づ
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
人
目
世
界
支
配
の
事
黙
を
継

J

承
せ
ん
と
し
、
己
h

に
十
七
世
紀
を
特
色
づ
け
る
フ
ラ
ン
ス
と
竺
フ
V
ダ
D
勢
力
争
ひ
が
成
熟
し
た
。
他
方
、
イ
ギ
り
ス
は
十
七
世

紀
に
島
い
て
軍
商
主
義
岡
家
と
し
て
問
ら
を
整
備
し
つ
L
撞
頭
し
き
た
り
、
か
く
し
て
フ
ラ
V

ス
と
イ
ギ
9
ス
の
町
界
政
策
の
衝
突

は
己
ha
に
十
八
世
紀
に
沿
貯
る
激
烈
左
植
民
地
獲
得
戦
と
た
り
、
結
局
イ
ギ
リ
ス
が
最
後
の
勝
利
を
得
て
、
大
英
植
民
帝
園
白
建
設

を
完
成
し
、
フ
ラ
V

ス
は
イ
ギ
リ
ス
忙
次
ぐ
植
民
帝
固
と
し
て
世
界
支
配
に
場
加
す
る
己
と
L
な
っ
た
。

、
十
九
世
紀
の
世
界
経
済
は
、
か
う
し
た
重
商
主
義
諸
問
白
争
覇
戦
白
結
果
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
自
由
主
義
経
済
時
代
の

名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
前
財
紀
に
於
け
る
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
び
い
て
陪
欧
洲
杢
憾
の
手
に
よ
る
此
界
支
配

者
法
礎
地
盤
と
し
て
、
始
め
て
可
能
と
た
っ
た
も
の
に
過
ぎ
た
い
。
自
由
経
済
、
自
由
貿
易
在
る
合
言
葉
の
裏
に
は
、
世
界
艇
済
に

訟
け
る
英
・
仰
ひ
い
て
は
欧
洲
全
障
の
事
賢
上
白
優
越
が
除
さ
れ
て
ゐ
た
b
け
で
あ
る
。
欧
洲
列
強
に
止
る
世
界
介
割
は
、
十
九
世

l
組
に
告
い
で
も
著
し
〈
進
行
し
た
が
、
特
巨
十
九
世
紀
の
最
後
白
四
半
世
紀

K
入
っ
て
、
世
界
経
済
の
主
流
が
自
由
貿
易
か
ら
帝
国



主
義
へ
陣
換
ず
る
と
と
も
に
、
植
民
地
獲
得
競
争
は
佐
々
激
化
す
る
に
至
り
、
世
界
の
隅
々
に
及
ぶ
ま
で
分
割
が
行
は
れ
た
P

イ
ギ

リ
ス
は
商
積
忙
沿
い
て
も
人
口
に
台
い
て
も
世
界
白
四
分
の
一
を
領
有
し
、
フ
ラ
V

ス
ま
治
世
界
の
五
大
院
に
亙
る
領
土
を
自
己
の

手
に
枇
め
て
、
イ
ギ
り
ス
に
吠
ぐ
世
界
最
大
白
植
民
閣
家
と
成
り
、
欧
洲
に
よ
る
世
界
支
配
の
代
表
者
た
る
地
位
に
繋
っ
た
。

と
の
や
う
に
十
九
世
紀
の
世
界
経
摘
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ

V

ス
を
中
心
と
し
て
構
成
せ
ら
れ
、
ぞ
れ
を
某
礎
地
盤
と
す
る
と
と

陀
よ
っ
て
世
界
的
均
衡
D

一
一
燃
の
成
立
を
見
る
に
至
っ
た
。
然
し
か
L
る
均
術
欣
態
は
営
時
の
イ
ギ
リ
ス
人
・
フ
ラ
Y

ス
人
が
考
へ

て
ゐ
た
や
ろ
左
永
久
不
経
の
も
の
で
は
決
し
て
無
〈
、
そ
れ
自
身
白
裡
に
矛
盾
を
内
包
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
資
本
主
義
生
産

の
後
民
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
V

ス
以
外
の
欧
洲
外
世
界
の
工
業
化
を
首
然
に
呼
ぴ
起
す
と
と
と
な
り
、

E
の
と
と
は
同
時
に
イ
ギ

F
ス
、
フ
ラ
V

ス
陀
と
っ
て
市
場
喪
失
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。
二
十
世
犯
の
到
来
と
と
も
に
嘗
て
の
世
界
均
術
は
再
び
動
揺
を

開
始
し
た
。
第
一
安
世
界
大
戦
白
結
果
と
し
て
目
本
な
よ
ぴ
合
衆
関
の
地
位
が
著
し
〈
向
上
す
る
に
至
っ
た
と
と
は
、
も
は
や
欧
洲

が
世
田
仲
の
唯
一
の
中
心
で
は
左
ぐ
な
っ
た
乙
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
世
界
恐
慌
の
蔓
延
は
従
来
と
は
逆
に
本
図
の
航
民
地
に

針
す
る
依
存
倒
係
を
一
居
強
化
せ
し
め
、
そ
四
故
陀
主
党
前
民
地
を
繰
る
紛
守
を
更
に
深
刻
な
ら
し
め
、
欧
洲
の
萌
棋
は
動
揺
し
始

め
た
D
で
あ
る
。
ア

V

F
レ
・
シ

1
グ
フ
リ
1

F
の
言
っ
て
ゐ
る
や
う
に
『
欧
洲
は
、
そ
れ
が
自
ら
の
も
の
と
し
来
っ
た
準
澗
白
を

も
は
や
認
め
ゃ
う
と
し
左
い
新
た
た
る
敵
手
忙
荷
面
し
て
、
今
や
そ
白
優
越
楼
で
は
友
く
し
て
、
そ
の
生
存
機
を
主
張
す
る
こ
と
を

徐
儀
危
ぐ
さ
れ
て
ゐ
る
。
』
し
た
が
っ
て
二
十
世
紀
に
長
け
る
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
問
題
は
最
早
そ
の
十
九
世
紀
的
な
覇
権
を
同

復
す
る
と
と
に
は
左
く
し
て
、
如
何
に
し
て
そ
の
存
在
を
続
け
る
か
に
在
っ
た
b
け
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
杭
民
帝
図
と
い
ふ
言
葉
が

事
新
ら
し
〈
用
ひ
ち
れ
始
め
た
と
と
は
、
一
十
九
世
相
的
を
フ
ラ
ン
ス
の
海
外
領
土
を
再
編
成
し
て
、
コ

l
世
紀
の
現
貨
に
針
庖

ιよ

う
と
す
る
南
市
岡
主
義
的
な
要
求
主
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ア
ラ
シ
ス
植
民
帝
図
白
問
題

第
宜
十
宜
巻

七

第

披

九

'" 
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7

ラ
シ
ス
櫨
民
帝
園
の
問
題

第
五
十
宜
容

F、

嬉

韓

O 
O 

一
九
三

O
年
に
着
け
る
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
V

ス
の
世
界
分
割
の
様
相
は
、
ラ
ド

1

「
世
界
政
治
経
済
精
圃
』
に
よ
れ
ば
突

の
如
く
で
あ
っ
た
。

さ
て
、

面
積
(
百
高
平
方
岨
)

大
英
帝
闘
一
八
・
一
一
一

プ
ラ
ン
ス
帝
困
四
・
凡
一
一
三

全

世

界

四

七

・

九

三

八

己
白
一
一
つ
の
植
民
帝
園
。
う
ち
英
帝
聞
は
言
ふ
ま
で
も
な
〈
世
界
最

人
口
〔
百
寓
人
)

四
人
穴
・
七

一
oz・一

一
七
九
五
・
七

犬
。
権
民
間
家
で
あ
る
が
、
モ
白
構
造
は
事
費
k
は
聯
合
岡
家
陀
他
な

ら
十
、
帝
閣
と
言
ふ
主
り
は
寧
わ
超
帝
図
的
た
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た
。
英
本
聞
は
カ
ナ
ダ
・
濠
洲
友

E
D
自
治
領
に
封
し
で
は
平
等
O
関
係
に
立
ち
、
自
治
領
と
相
並
ん
で
上
枕
構
造
た
る
犬
英
帝

園
b
q
構
成
し
で
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
、
大
英
帝
関
白
構
造
上
。
特
質
は
草
に
乙
れ
の
み
に
護
者
る
も
の
で
は
な
い
。
注
意
す
べ

曹

E
と
位
、
平
等
D
成
員
た
る
英
本
闘
が
謂
は
ゆ
る
王
冠
植
民
地
そ
O
他
の
属
領
に
針
し
て
は
、
民
に
本
固
と
し
て
の
優
越
的
た
立

揚
に
立
っ
て
之
を
支
配
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
事
寅
で
あ
る
。
主
と
し
亡
有
色
人
種
よ
り
成
る
之
等
の
植
民
地
E
モ
英
本
閣
の
資
質
的
在

地
盤
と
し
て
の
役
割
を
果
し
つ
a
h

、
大
突
帝
閣
の
異
質
D
支
柱
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
大
英
帝
闘
は
正
し
〈
E
の
や
う
た
一
一
重

白
標
遣
に
暑
い
て
存
在
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

英
帝
国
が
乙
の
や
う
医
構
造
上
白
三
軍
性
に
沿
い
て
存
在
し
た
の
に
謝
し
て
、
フ
ラ

ν
ス
植
民
帝
閥
は
一
一
元
来
一
つ
の
構
遁
じ
か
有

た
左
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
帝
聞
は
フ
ラ
ン
ス
杢
闘
を
唯
一
最
高
白
中
心
と
し
て
、
そ
の
領
t
D
T
べ
て
を
植
民
地
も
し
〈
ぼ
之
に
準

や
る
も
D
と
し
て
保
有
す
る
己
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
フ
ラ

V

ス
の
植
民
地
は
そ
の
す
べ

て
が
開
設
あ
る
ひ
は
投
資
植
民
地
で
あ
っ
て
、
カ
ナ
ダ
・
濠
洲
…
の
如
き
白
人
の
移
住
植
民
地
を
有
た
左
か
っ
た
町
で
あ
る
。
随
っ
て

フ
ラ
シ
ス
植
民
帝
聞
は
、

E
れ
を
自
治
領
以
外
の
大
英
帝
聞
と
比
べ
る
と
骨
構
遁

E
D
類
似
性
を
も
っ
と
言
ム
E
Iど
が
同
来
る
。
英

帝
固
に
荷
い
て
、
民
の
意
味
で
植
民
図
家
と
呼
ぽ
る
ペ
昔
部
分
が
、
自
治
領
以
外
の
部
分
で
あ
る
と
す
る
怒
ら
ぽ
、
フ
ラ

y
ス
植
民

ヲ γF薯藤揮保太郎氏謹、世界政積極済精圏、 8頁。
鈴木成高民著、匪且的園家白理念、 63頁。
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帝
国
と
そ
は
正
に
完
全
な
植
民
帝
園
で
あ
る
と
言
ふ
と
と
が
出
来
る
で
る
ら
う
。

い
ま
、
面
積
・
分
布
地
域
・
住
民
・
産
物
。
問
貼

に
つ
い
て
こ
白
雨
者
を
比
較
す
れ
ば
、
大
英
帝
固
と
フ
ラ
ン
ス
帝
固
の
差
違
は
寅
に
印
度
に
存
ず
る
こ
と
が
わ
か
る
。
モ
オ
リ
ス
・

グ
エ
ル
ユ
エ
の
読
明
に
よ
れ
ば
弐
の
如
〈
で
あ
る
。

一

、

面

積

英
本
圏
、
属
領
、
王
冠
植
民
地
計
(
印
度
お
よ
び
自
拍
領
を
陪
〈
)

ア
ヲ
シ
ス
本
圏
、
植
民
地
、
保
護
園
そ
白
他

-0  、、
六五
o 0 
00  、、
o 0 
001 
00持

、
分

4司

と
の
裡
で
ザ
ハ
ラ
由
酔
漢
地
帯
を
除
外
す
れ
ば
南
帝
岡
田
面
積
は
暗
ん
吉
相
等
し
い
。

¥ 

ア
メ
リ
力
大
陸
。
極
め
て
掴
似
し
て
ゐ
る
。
英
領
ギ
キ
ナ
、
備
領
ギ
ヤ
ナ
、
ア
シ
テ
ィ
ュ
諸
島
。

ア
担
ア
及
び
太
洋
測
。
ピ
ル
マ
・
マ
レ

1
聯
邦
は
悌
領
印
度
支
那
に
品
敵
す
る
。
英
領
オ
セ
ア
=
ア
新
島
は
働
領
よ

P
も
重
要
。

ア
フ
リ
カ
大
陸
。
重
要
性
に
お
い
て
相
比
敵
す
る
。
杭
置
は
劃
稗
的
で
あ
り
、
備
領
は
北
・
西
部
、
英
舗
は
南
・
東
部
を
占
め
る
。

一

=

、

住

民

南
帝
園
共
に
未
聞
内
至
は
半
開
由
住
民
を
擁
し
て
曲
る
。
悌
領
印
度
宜
那
政
策
に
お
け
る
と
同
様
四
困
難
部
、
ぜ
ル
マ
・
海
峡
植
民
地
に
お
い
て
見
ら

れ
る
。

回

、

産

物

小
葬
む

l

北
ア

7
9
カ
&
英
領
ケ
=
ャ
高
地
帯
。
棉
花
。
悌
髄
西
ア
フ
リ
カ
と
英
領
エ
ジ
プ
ト
ス
グ
シ
。

〔詩》

謹
謀
。
雨
ギ
ヤ
テ
、
悌
領
赤
道
ア

7

9
カ
と
一
一
ジ
エ
ヲ
+
、
働
領
西
ア

7
9
m
と
英
領
エ
ジ
プ
ト
ス
グ
シ
、
タ
ン
ガ
一
一
刀
と
胃

1
ヂ
シ
ヤ
c

玉
局
黍
。
北
ア

7
9
ヵ
、
印
度
支
部
、
英
領
主
グ
ア
ト
ス

F
ν
、
ケ
司
二
y
e

輩
。
ギ
ヤ
ナ
、
悌
領
西
ア
フ

P
一
方
、
マ

r
ガ
ス
カ
ル
、
印
度
支
那
、
英
領
ギ
ヤ
ナ
、
シ
Z

ラ
・
レ
オ
ン
、
幅
腕
植
民
地
、
ピ
ル
マ
。

甘
薦
。
ア
シ
テ
ィ
ュ
諸
島
、
働
領
和
よ
び
英
領
ギ
ヤ
ナ
、
印
度
支
那
、
フ
イ
ジ

1
e

獣
類
。
北
ア
7

9
ヵ
、
悌
領
囲
ア
ア

9
一
方
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
印
度
支
那
、
ケ
三
ヤ
、
タ
シ
M
H
a

ヵ
、
ウ
ガ
ン
ダ
巴

ア
ヲ
ン
λ

植
民
帝
園
田
問
題

第
五
十
宜
巻

九

O 

第

擁
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フ
ラ
ン
ス
植
民
帝
岡
白
問
題

第
五
十
主
巻

O 

督署

輯

O 

(
註
)

護
謀
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
が
、
原
署
に
し
た
が
う
て
お
〈
。

歴
史
的
性
格
を
等
し
く
し
て
成
立
し
た
英
・
悌
附
植
民
帝
闘
は
、
印
度
を
別
と
す
れ
ば
、
又
そ
の
百
積
・
分
布
・
住
民
等
に
於
い

て
も
、
極
め
て
相
似
た
性
質
を
有
っ
て
ゐ
た
と
と
が
わ
か
る
。
隠
っ
て
こ
の
限
り
に
沿
い
て
大
英
帝
図
の
フ
ラ
ン
ス
帝
閣
に
針
ず
hm

優
越
は
、
寅
に
モ
れ
が
印
度
を
擁
し
て
ゐ
る
献
に
在
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
逆
に
言
へ
ば
、
1

フ
ラ
ン
ス
帝
閲
は
印
度
を
持
た
注
か
っ
た

が
故
匹
、
大
英
帝
図
よ
り
も
劣
位
に
在
っ
た
と
言
ム
と
と
が
町
富
市
る
ロ
然
し
友
が
ら
、
己
の
己
と
は
単
に
表
面
的
危
事
買
に
就
い
て

白
み
一
言
は
れ
得
る
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ
っ
て
何
等
か
の
結
論
を
乙
L
か
ら
噂
〈
己
と
は
危
険
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
左
ら
左
い
。
己
、

で
は
雫
に
フ
ラ
ン
ス
帝
悶
D
大
慣
の
輪
郭
を
大
英
帝
闘
と
比
較
し
て
述
べ
た
に
過
ぎ
左
い
か
ら
で
あ
る
。
吹
忙
、
フ
ラ
V

ス
帝
闘
の

内
部
に
立
入
っ
て
、
そ
こ
に
於
け
る
経
済
関
係
が
ど
の
や
う
で
あ
っ
た
か
を
見
る
己
と
L
し
工
う
。

プ
ラ

Y

1
植
民
帝
闘
の
経
済
関
係

一
九
三
七
年
に
持
け
る
フ
ラ
ン
ス
本
闘
の
鳩
貿
易
制
は
六
六
、
二
五

O
百
寓
フ
ラ
ン
(
切
下
げ
に
工
る
影
響
E
除
く
)
で
あ
っ
た
が

一一一一ーr 九九九九九
一一一 一一一 一一 一一 一ー
-0九 八七

!I'! 

表口五ー、 室九八ロ、主一ニ、 五五契、 九呉九、
外 論

幽

事I

六、 主六、 七、 七口'" 、六、
帝 戸、

一空言口完 売D 凶

世}

孟22jzー更

タ十 1融
凶

書I

羽、八、九、九、.八、

完ー 全一国九き一 至回

プ弓五回三二

八三一、 五莞一、 七孟=、 一き口、 五美E 、

六田 ー~究"己五 J 岡
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出

E

・2

日

，

P

品

d

'

時

品

柑

F

T
吋

R

-
九
三
三
年
以
後
は
ベ
ル
ギ
ー
・
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
、
ィ
耐

m
m

平
り
ス
、
下
イ
ツ
を
凌
い
?
常
忙
首
位
を
占
め
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。
更
に
、
同
じ
期
間
に
告
い
て
、
チ
ユ
ニ
ス
は
十
三
一
位
か
ら
八
位
叩
白
叩

L

e

L

 

比
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
は
十
丸
位
か
ち
十
六
位
に
、
印
度
支
那
は
十
一
位
か
ら
九
位
に
、
問
ア
フ
リ
カ
は
十
丘
位
か
ら
十
二
位
に
と
執

m
J
h
-
m
m

e
:
a
c
 

れ
も
、
そ
D
重
要
性
を
加
へ
て
ゐ
る
。
突
に
、
輸
入
相
手
先
か

ι見
て

も

、

日

P
M
R

そ
の
ろ
ち
植
民
地
と
の
貿
易
額
は
、
轍
入
陀
沿
い
て
一

O
、
三
二
一
六
百
寓
フ
ラ

y
、
輸
出
に
お
い
て
六
、
七
七
五
百
高
フ
ラ
ン
、
合
計
一

一
百
局
フ
ラ
ン
で
線
貿
易
相
の
問
分
白
一
以
上
主
占
め
て
を
り
、
入
超
=
一
‘
元
六
一
百
高
フ
ラ
ン
に
淫
し
て
、
本
岡
の
植

民
地
忙
封
ず
る
著
し
い
依
存
関
係
を
示
し
て
ゐ
る
。
之
を
恐
慌
前
よ
り
の
撚
過
に
徴
す
れ
ば
右
の
如
く
で
あ
る
。
(
草
枕
日
官
寓
フ
ラ
ン
〕

じ邸
ち
、
フ
ラ
ン
ス
貿
易
に
あ
い
て
、
外
閣
と
の
貿
易
額
は
一
般
に
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
を
り
、
と
れ
に
封
し
て
帝
問
内
の
貿
易
は

そ
の
問
に
在
つ
で
終
始
安
定
牲
を
示
し
て
ゐ
る
。
と
の
事
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
輸
入
ゐ
よ
び
輪
山
内
を
一

O
Oと
す
る
酎
帝
閣
貿
易
の
指

激
陀
上
っ
て
一
居
明
瞭
と
た
る
。

縮職

T 子生
三五大正

一雪一・同

一
世
記

一↓一・口

九
4

三回・・七

}室旦
一言一・七

一4J-z
=一且・七

一=・六

一
ん
三
百

-元・且
一三一・回

一
九

Z
口

ゴ
了
団

早'"-寺
内一

ー一 一
手亨~

回

入

人
・
九

己

→~ 

両
-
D

E 

「-z 

出

国
最
近
に
ゐ
け
る
フ
ラ

V

ス
の
封
楠
民
地
貿
易
は
、
輪
入
に
在
つ
て
は
四
分
の
一
、
輸
同
に
在
つ
て
は
三
分
の
一
を
占
め
て
ゐ
た
己

と
が
分
か
る
。

し
か
し
て
フ
ラ
Y

ス
白
金
鴨
川
貿
易
に
語
い
て
、
そ
D
最
え
の
輪
出
先
は
貨
に
イ
ギ
リ
ス
で
も
ド
イ
V
で
も
無
ぐ

L

て
、
植
民
地
7
ル
ジ
ヱ
リ
?
で
あ
る
と
と
は
特
竺
河
電
さ
・
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
の
フ
ラ
ン
ス
の
す
べ
て
の
輪
出
党
中
に
沿
い
て
、
ア

ル
ジ
エ
ヲ
ア
は
一
九
二
七
年
K
Jは
五
位
を
占
め
た
に
過
ぎ
泣
か
っ
た
が
、

一
九
二
七
年
に
は
十
五
位
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ア
ル

U
Z

リ
ア
は
一
丸
三
二
年
以
来
は
首
位
を
保
持
し
被
け
、

一
九
三
七
年
に
は
僅
か
に
合
衆
閣
に
劣
る
に
至
っ
た
と
は
言
へ
、
依
然
と
し
て

フヲ

ν
ス
植
民
帝
困
白
問
題

第
五
十
四
巻

体
凡
控

O 

19.18， 

2) 
3) 



フ
ラ
シ
ヌ
植
民
帝
閤
白
問
題

策
五
十
宜
轡

第

膿

O 
四

最
大
の
供
給
先
で
あ
り
、
そ
の
他
に
印
度
支
那
は
十
四
位
か
ら
六
位
臣
、
モ
ロ
ツ
ョ
は
十

E
位
か
ら
十
三
位
陀
、
チ
ユ
一
一
ス
は
十
六

位
か
ら
十
四
位
に
、
西
ア
フ

F
カ
は
十
一
位
か
ら
七
位
に
と
上
昇
し
て
ゐ
る
。

は
弐
の
如
〈
で
あ
る
。
円
単
柱
1
百
寓
フ
ヲ
シ
)

韓

問

先

ア
ル
グ
Z

リ
ア
三
、
-
X丸(一=一・さ

ベ
ル
ギ
ー

ル
タ
セ
ン
プ
ル
@
ク
豆
、
一
回
呈

cz・一}

英
岡
ニ
、
主
一
(
ニ
・
5

合

図

一

、

雲

王

(

ず

巴

ス
ス
}
、
国
盟
ハ
(
大
・
口
)

オ!lI伊町テ
楓

来イ

一
九
三
七
年
比
告
け
る
主
な
る
貿
易
相
手
先
の
順
位

ラ

シ

謹
一
、
国
一
王
(
茸
・
出
)

r

A
芸
一
(
子
園
)

ス
七
九
九
(

E

・E
)

那
童
九
(
子
一
)

利
三
口
(
ニ
・
5

剖
孟
、
九
五
五
(
一
口
口
・
口
)

輸

入

先

合

牛

車

園

田

、

gc(
千
五
〉

ア
ル
♂
z

リ
ア
玉
、
八
口
口
(
九
・
口
)

英

同

=

一

、

Z
A
D
(

人・口)

調

J

詣
ヨ
一
三
塁
(
?
さ

ベ
ル
ギ
ー

ル
ク
セ
シ
プ
ル
グ
亘
、
室
犬
山
唱
・
号
、

度品

古

文=

次
に
、
フ
ラ

Y

ス
本
園
貿
易
の
商
品
別
の
構
成
は
ど
う
で
あ
っ
た
で
あ
ら
ろ
か
。

民
地
冒
と
医
師
別
し
て
み
れ
ば
、
先
表
白
ご
と
く
で
あ
る
d

(
草
世
リ
官
寓
ア
ラ
乙

報

入

外

岡

よ

り

働

領

よ

切

食
料
品
コ
、
一
五
八
回
、
宅
一

原
料
品
品
、
白
河
一
、
一
三
五

梨

誼

品

革

、

回

毛

主

合
計
一
五
、
表
ニ
モ
夫
-
一

合

計
六、-ヲ百

二、一人ニ

ゴ一、号一五

=口、九回孟

町
度
支
那
一
、
六
芸
一
(

E

・3

西
ア
ヲ
リ
力
一
、
互
一
口
(
三
・
六
)

能

洲

一

、

主

主

(

Z

一・口)

印
度
一
、
一
三
(
ニ
・
3

オ
ヲ
ン
ダ
一
、
口
E
1
(

コ・五)

総
計
回
-
一
三
一
六
(
一
口
口
・
口
)

一
九
一
一
一
五
年
に
訟
け
る
欣
態
を
針
外
閣
と
針
楠

即
ち
、
植
民
地
は
食
料
品
の
本
因
へ
の
轍

自
民
会
い
て
本
閣
の
食
料
品
輸
入
中
。
六
五

%
を
供
給
し
、
植
民
地
の
本
闘
向
付
輪
開
の

上
か
ら
言
へ
ば
共
四
七
五
%
が
食
料
品
と
た

輪

出

件

凶

へ

食
料
品
一
、
同
九
六

原
料
品
耳
、
主
同

製
誼
品

E

、量一

合
計
一
口
、
き
一

倒
錯
へ

九
U
2
R

宜

九

五、早九五

回、入品口

合

計
-一、同当一

回

J

一豆阻
ん一、調宍

一五、固い喧一-

っ
て
ゐ
る
。
本
閣
の
植
民
地
へ
の
輸
出
に
お
い
て
は
、
そ
の
六
九
%
が
製
造
品
で
あ
り
、
本
闘
の
製
法
品
輪
出
中
の
=
一
八
%
が
植
民

地
へ
逸
ら
れ
て
ゐ
る
ロ
こ
の
や
う
に
植
民
地
は
食
料
品
の
供
給
地
と
し
て
、
叉
製
遺
品
の
販
由
民
先
と
し
て
本
闘
粧
済
に
貢
献
し
て
ゐ

売
白
で
あ
る
が
、
モ
D
主
左
る
内
諾
を
見
る
に
失
の
如
〈
で
あ
っ
た
。
(
単
位
U
自
高
ア
ヲ
シ
)

Pierre Leq回 me，Ibid‘， p. 29. 
Man-rice Guernier， IllId.， p. 47 
Mallrice Guernier， Ibid.， p. 48 
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食

料

品

申

輸

入

生

獣
一口一一古川

件
閤
よ
り

仇
領
よ

md

製

鑑

品

ー製化由

美孟品4
肉

'"三知

h
H耳

前

H
幸一一同八九

飲

料主
一、五五六

穀

会量制

雲去最

果早

=畏~<生

澱
粉
、
野

菜
、
果
物

九

z-
一JR墨
田

砂
糖
翻

一
豆
長

E
E

一一

回 Z 音、、
口ー

さ三夫言l

美
術
蒋

修
品

一幸四国

製
治
品
目
職
問
に
わ
い
て
は
綿
織
物
の
植
民
地
向
け
輸
出
を
特
陀
注
意
す
べ
き
で
あ
る

D

そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
綿
織
物
の
繍
生
産

合

計
E

、=幸一
=一、一

z-

外

園

へ

伽

領

へ

器機

歪交具械

最
・
織

物
計

F

、
=
豆
=

古
ニ

綿
般
物一一一

六
己
六

白

星美里

衣
料
品一五回円一

陶
器
冊

子
製
品均

回
生一

ゴ

ム

製

品
六
八

八九

紙
製
品

=七九
一一主

額
の
二
八
%
を
占
め
、
恐
慌
に
よ
る
囲
内
市
揚
骨
よ
び
外
岡
市
揚
の
梗
世
帯

E
補
っ
て
、
そ
の
役
割
を
著
し
〈
高
め
て
ゐ
る
。
柏
民
地

産
原
料
品
の
本
関
職
入
は
、
之
に
反
し
桜
め
て
低
調
で
あ
り
、
ソ
ラ
V

ス
植
民
帝
図
の
脆
弱
性
の
一
つ
は
、
植
民
地
陀
告
貯
る
工
業

原
料
品
の
株
主
在
っ
た
と
い
ふ
こ
と
を
惣
像
す
る
己
と
が
出
来
る
。
職
入
原
料
品
の
主
た
る
も
の
は
次
の
如
〈
で
あ
ろ
(
車
代
目

百
高
7
ヲ
シ
)

原

料

品

ー屑羊由
J 斡

完全弔毛入

ー棉

云室花

件
闘
よ

P

悌
領
よ
'

F侃

2豆類

材製

歪料紙

鏑
柏
・

石

一金七七

獣

皮E

一一
-一八

製
油
・
呆

質
種
子さ

記
実
内

合

副
晶
、
九
州
出

一、
=
E
E

以
上
、
フ
ラ
V

ス
を
中
心
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
植
民
帝
圏
内
の
経
済
関
係
を
慨
翻
し
た
。
植
民
地
向
け
の
資
本
職

mK就
い
て
は
詳

織
物
翻

=、
A
六
七

占
回

金
書贋

一人間

石

旋
一
、
九
口
口盟ハ

石

抽一、一貴

Maurice Guernier， Ibid.， p. 50 
Guy Lacam， Inventaire色conomiquede l'Empire， 1938， p. 27. 

制
を
知
り
得
左
い
が
、
大
戦
前
に
島
け
る
フ
ラ
ン
ス
白
海
外
投
資
納
の
繍
計
は
阿

O
O億
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
が
、
犬
戦
後
ロ
シ
ヤ
、

中
南
欧
に
島
い
て
有
し
た
投
資
額
の
大
部
分
を
喪
失
し
た
結
果
ど
し
て
J

植
民
地
に
劃
す
る
投
資
が
一
居
重
要
性
を
も
つ
に
至
っ
た

1
7
8

ア
ラ

γ

ス
植
民
帝
国
白
問
題

帯
主
十
宜
容

告書

揖

O 
五



フ
ラ
シ
ス
植
民
帝
凶
の
問
題

需
主
十
五
容

時

揖

四

一O
六

己

k
は
容
易
に
想
像
苫
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
一
九
三

O
年
末
に
長
け
る
帝
悶
内
へ
白
投
資
殺
は
、
政
府
投
資
が
一

個
人
投
資
が
三

O
O億
フ
ラ
ン
で
合
計
四
一

O
億
フ
ラ
ン
に
上
っ
た
と
言
は
れ
亡
ゐ
る
。

一
二
億
フ
ラ
ン

7
7
Y
A
梢
民
帝
闘
の
問
題

『
帝
国
の
問
題
は
新
た
友
問
題
で
あ
り
、
し
か
も
現
貨
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
か
友
る
意
味
に
岩
い
て
も
何
統
的
な
柑
民
政

策
白
延
長
た
る
べ
き
も
の
で
は
あ
り
得
た
い
。
フ
ラ
シ
ス
に
と
っ
て
此
の
問
題
は
世
界
経
一
品
川
の
最
近
数
ヶ
年
の
殻
展
白
論
限
的
た
師

結
左
の
で
あ
る
。
』

上
議
し
た
や
う
な
経
桝
闘
係
に
者
い
て
存
在
し
た
フ
ラ
ン
ス
植
民
帝
聞
は
、
二
十
世
紀
に
お
け
る
欧
洲
の
危
機

さ
ら
に
直
接
的
忙
は
第
二
安
世
界
大
戦
白
危
機
に
直
而
し
て
、
新
た
に
そ
D
世
界
支
配
の
秩
序
を
再
編
成
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
も
は
や
既
存
白
経
済
関
係
を
蹄
襲
し
、
そ
の
存
続
を
闘
る
と
と
ー
と
は
別
個
の
問
題
で
た
け
れ
ば
た
ち
左
か
っ

た
。
自
然
的
た
植
民
活
動
の
結
県
と
し
て
存
在
し
た
こ
れ
ら
の
経
済
関
係
を
む
し
ろ
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
識
的
に
植
民
帝

闘
を
建
設
じ
よ
ろ
と
す
る
帝
国
主
義
的
た
要
求
が
再
び
有
力
に
士
山
張
主
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
い
ま
、
か
う
し
た
見
解
を
採
り
上
げ

て
、
そ
れ
が
問
題
に
じ
た
諸
賄
と
そ
れ
が
用
意
し
た
諸
方
策
と
を
概
慨
し
よ
う
。

フ
ラ
ン
ス
帝
国
に
島
け
る
問
題
を
使
宜
上
、
生
産
と
消
費
と
交
換
白
=
一
方
而
か
ら
眺
め
る
た
ら
ば
、
先
づ
生
産
に
就
い
て
、
帝
悶

内
の
官
民
業
は
遁
常
乙
れ
を
柿
完
売
業
(
吋
E
E
o
m
E
E
E
B
m》

H
Z
E
E
E
)
と
競
争
産
業

(F。
E
E
E
E
E国
2
5互
理
)
白
二
つ
に
分
け
て
考

察
さ
れ
る
。
前
者
は
、
そ
白
稜
速
が
本
図
告
よ
ぴ
植
民
地
の
い
づ
れ
白
産
業
を
も
害
し
友
い
も
の
を
指
し
、
後
者
は
本
図
あ
る
ひ
位

植
民
地
の
利
谷
を
害
す
る
産
業
を
指
す
も
の
と
一
同
は
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
訓
完
庫
業
か
競
争
産
業
か
の
匝
別
を
決
め
る
基
準
位
、
事

質
上
は
常
に
本
因
の
産
業
を
中
心
と
し
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ

p
、
従
っ
て
か
ミ
る
同
別
そ
の
も
の
も
客
観
的
た
・
も
の
で
は
在
り
符

~_harles Richo~， La production colonIale et le credit. 1931， p・121.

Maurice Guernier， Ibid.， p. 1 
Manrice Gllernier， Ibid.， p. 69， 81 
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な
か
っ
た
。
己
心
二
種
類
白
産
業
の
う
ち
、
補
完
産
業
は
そ
の
生
産
を
奨
励
し
、
競
争
産
業
は
そ
の
一
生
産
を
抑
制
す
べ
き
も
D
で
あ

っ
た
と
と
は
一
言
ム
ま
で
も
な
い
。

補
完
産
業
に
於
い
て
は
本
闘
に
成
立
す
る
も
の
と
、
植
民
地
に
成
立
す
る
も
の
と
の
二
つ
を
同
別
ず
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本

閣
に
成
立
す
る
柿
完
産
業
は
一
一
昌
ふ
ま
で
も
な
〈
製
法
工
業
で
あ
っ
た

D

と
こ
ろ
で
本
圃
商
品
の
植
民
地
向
け
嶋
田
は
、
恐
慌
以
来
か

友
り
の
減
退
を
示
し
、
之
に
比
し
て
本
閣
の
植
民
地
か
ら
の
輪
入
が
著
し
〈
増
大
し
て
、
本
闘
の
植
民
地
に
針
す
る
依
存
の
傾
向
が

逆
に
言
へ
ば

然
も
多
く
を
賀
り
付
け

『
畑
氏
地
は
本
間
か
ら
僅
か
し
か
購
入
し
注
い
で

生
と
で
ゐ
た
己
と
は
既
に
前
遇
し
た
。

る
』
と
一
三
日
ふ
欣
態
に
立
到
っ
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
本
闘
の
製
造
工
業
口
聞
の
植
民
地
向
け
轍
同
を
如
何
に
し
て
増
加
せ
し
め

る
か
が
重
大
友
関
心
事
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

植
民
地
四
割
本
岡
貿
易
(
各
植
民
地
の
圭
輪
出
金
融
入
を
そ
れ
ぞ
れ
一

O
O
と
す
る
@
一
九
三
四
年
)

珊
ァ

7

U

Z
中
誠
一
ア
フ
ト

1
7
印
度
支
那
ハ
ル
チ
ニ
一
ケ
ァ
ド
ル

入

セ

二

三

人

一

九

五

六

リヲ'
戸、ア Pレ

六同七ヲ
0主三エ

チ
ユ
昌
ス

四
九

(
向
上
)

宜

六

六

六

か
〈
の
如
ぐ
杭
民
地
の
劉
本
閑
貿
易
に
沿
い
て
、
本
岡
白
占
め
る
割
合
は
、
印
度
支
那
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
除
い
て
一
般
陀
輸
入

輪

回
大

八
一

(
一
去
五
年
)

八
九

験

七
宝五

七
七

DH 
i¥、

ブL

七

四

田

忙
於
け
る
よ
り
も
輪
出
に
於
い
て
大
で
あ
り
、
従
う
亡
桁
民
地
白
輸
入
は
外
岡
商
品
に
針
し
て
、
か
一
た
り
の
流
入
の
徐
地
を
認
め
て

ゐ
た
と
言
ム

E
K
が
出
来
る
。
己
主
に
於
い
て
植
民
地
の
外
国
品
輸
入
を
防
渇
し
て
、
本
図
日
間
の
輸
入
を
増
大
せ
し
め
る
方
策
が
問

題
と
な
る
が
、
そ
の
内
最
も
重
要
注
方
策
、
と
し
て
閥
抗
制
度
の
改
革
が
問
題
と
在
っ
た
。
フ
ラ
V

ス
植
民
帝
闘
の
閥
税
制
度
は
、
各

地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
を
り
、
統
一
を
快
い
て
ゐ
る
が
、
そ
白
う
ち
帝
園
主
義
的
な
同
化
関
税
が
施
行
さ
れ
て
ゐ
る
印
度
支
那
・

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
と
自
由
貿
易
が
行
は
れ
て
ゐ
る
f

ロ
ツ
コ
と
を
探
う
て
、
そ
の
輸
入
貿
易
を
比
較
す
る
左
ち
ば
、
前
者
に
在
つ
て
は

フ
ラ
シ
ス
植
民
帝
闘
の
問
題

樺
五
十
王
巷

宝王

第

腕

C 
七

民在auriceGuern肥 T，Thiil.. P壬 70
Maurice Gue印刷J Ibid.， p~ 10. 

3) 
4) 



フ
ヲ
ン
ス
植
民
帝
国
O

問
題

第
宜
十
王
巻

六

樺

貌

O 
F、

そ
の
著
し
い
部
介
が
本
固
か
ら
む
轍
入
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
に
比
べ
て
、
後
者
に
於
い
て
は
金
〈
そ
の
逆
で
あ
っ
た
己
去

が
わ
か
る
。

自

動

草

バ

タ

ー

締

織

物

価

眠

草

印
度
支
那

七
七
回

七
四

M

九
回
再

二
五
匹

帝
闘
経
済
を
強
化
す
る
た
め
の
一
つ
の
問
題
が
、
従
来
の
閥
税
制
度
を

マ

r
y
ス
カ
ル

九
一
掃

六
六
出

丸

五

%

一O
O
H

モ

ロ

ヅ

ヨ

四
回
同

凹
何

回
出

回
出

改
訂
し
て
、
金
構
民
地
に
封
し
て
封
鎖
的
あ
る
ぴ
は
制
限
的
関
税
を
賓
施

す
る
と
と
も
に
、
帝
関
内
に
於
い
て
は
完
杢
友
自
由
通
商
を
賢
現
し
、
謂

の
制
度
を
樹
有
す
る
と
と

は
ゆ
る
『
帝
園
優
先
』
A
官
阜
市

B
R
E
E
Z
E
-
o
)

に
在
っ
た
わ
け
で
あ
る
尚
更
に
、
関
税
問
題
に
関
聯
し
て
重
要
た
こ
と
は
、
外
園
と
白
遇
商
協
定
締
結
に
際
し
て
従
来
は
フ
ラ
ン
ス

本
園
が
阜
濁
で
協
定
を
締
結
し
た
た
め
に
植
民
地
の
利
得
が
無
視
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
、
且
つ
締
結
さ
れ
た
協
定
は
、
ア
ル
AV
ヱ
リ

ア
を
除
い
た
共
の
他
白
植
民
地
へ
は
営
然
肥
は
適
用
さ
れ
た
か
っ
た
た
め
に
、
植
民
地
へ
白
適
用
を
行
ふ
に
は
L
t
D
震
の
特
別
協
定

が
要
求
さ
れ
弓
臥
態
に
在
っ
ち
帝
国
主
義
的
た
見
解
は
か
う
し
た
現
扶
に
劃
し
て
、
帝
国
経
済
白
一
開
化
を
強
〈
主
張
し
た
の
で

あ
る
。然

し
、
本
間
商
品
白
植
民
地
へ
の
輸
出
を
増
ん
せ
し
め
る
と
と
は
、
十
九
世
相
以
来
の
楠
民
政
策
の
偉
統
的
た
課
題
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
植
民
地
の
愛
見
で

帝
図
粧
済
固
有
り
問
題
で
は
友
か
っ
た
。
『
第
一
次
大
戦
に
よ
っ

τフ
ラ
ン
ス
は
一
つ
の
稜
見
を
し
た
。

あ
っ
た
。
』
&
言
は
れ
る
意
味
は
、
植
民
地
に
成
立
す
る
補
完
産
業
と
く
に
原
料
資
源
の
閉
殻
が
重
要
性
を
持
つ
忙
至
っ
た
と
と
を
指

し
た
も
の
に
他
左
ち
た
い
。
か
〈
し
て
各
種
融
制
業
生
産
物
白
獲
得
が
第
一
の
目
標
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ろ
ち
、
石
油
・
石

茨
・
銭
・
銅
・
鉛
等
が
と
〈
に
重
要
で
あ
っ
た
。
フ
ラ

V

ス
帝
園
の
弱
鮎
は
前
に
も
遁
べ
た
や
ろ
に
之
等
の
闘
防
資
源
を
快
い
で
ゐ

た
鮪
忙
在
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
し
問
題
は
之
等
の
資
源
が
全
然
司
令
の
植
民
地
内
K
存
在
し
た
か
っ
た
ん
一
言
ム
よ
り
は
、
出
品
中
る
杢
帝

Mrll1Tice Guernier， lbid.， p. 71. 
Pierre Requime， lbid.， p. 179 
Pierre Requime， lbid.， p. 181 
H. Hauser~ Colonies et "Metropole， De la Er"ance 'd'avant Guerre a la France 
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園
を
一
掃
す
る
統
一
的
友
関
費
計
聾
と
か
養
源
調
賓
v
と
か
を
持
た
左
か
っ
た
こ
と
、
及
び
資
源
D
存
在
が
確
認
さ
れ
て
ゐ
亡
も
そ
の

採
掘
が
外
園
産
物
の
競
争
に
よ
り
閉
害
さ
れ
た
己
と
、
更
陀
根
本
的
忙
は
採
掘
そ
の
も
の
が
個
人
企
業
に
委
ね
ら
れ
て
ゐ
た
己
ー
と
等

の
事
情
に
基
く
己
と
が
多
か
っ
た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
叫
快
陥
は
従
っ
て
皐
に
フ
ラ
ン
ス
帝
図
の
自
然
的
侠
件
に
D
み
基
い
て
ゐ
た
の

で
は
友
い
己
と
を
知
る
己
と
が
問
来
る
。
攻
に
、
鏑
業
以
外
の
補
完
産
業
陀
は
植
民
地
特
産
品
。
生
産
が
串
げ
ら
れ
る
。
棉
花
・
ゴ

ム
等
の
重
要
工
業
原
料
品
D
ほ
か
、

題
は
友
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

コ
1
ヒ
・
果
賞
・
肉
類
等
D
食
料
品
が
之
陀
属
す
る
が
、
己
の
結
に
は
あ
ま
り
車
要
注
経
済
問

以
上
の
補
完
産
業
は
、
そ
の
褒
建
を
奨
励
す
べ
昔
産
業
で
あ
る
が
、
之
阻
封
し
て
競
争
産
業
に
は
、
小
委
そ
り
他
の
穀
物
・
葡
萄

n
 

沼
・
ラ
ム
酒
・
砂
糖
た

E
D農
産
物
ぜ
土
び
敷
物
プ
ラ
シ
・
綿
織
物
た

E
D
工
業
製
品
が
あ
り
、
己
れ
ら
は
勃
れ
も
本
闘
志
出
業
と
の

関
係
よ
り
し
て
、
そ
の
褒
建
も
し
く
は
存
続
を
抑
制
す
べ
き
産
業
で
あ
る
と
言
は
れ
、
事
貫
か
う
し
た
帝
闘
主
義
的
友
政
策
の
下
に

さ
ま
ざ
ま
の
植
民
地
悲
劇
が
費
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ア
ル
ジ
エ

p
ア
の
葡
萄
酒
、
モ
ロ
ツ
ヨ
白
小
委
等
が
そ
の
例
で
あ
る
が
、
己

れ
ら
白
産
物
は
作
物
輔
換
あ
る
ひ
は
品
質
輔
換
を
徐
慌
た
〈
さ
れ
た
D
で
あ
る
。

帝
圏
内
に
お
狩
る
経
済
関
係
の
強
化
を
濁
ら
す
と
E
ろ
り
侍
統
的
危
方
策
が
‘
本
因
。
植
民
地
向
け
輪
出
の
増
大
を
閲
る
に
在
つ

た
と
と
に
就
い
て
は
前
議
し
た
遁
り
で
あ
る
が
、
然
し
そ
の
穏
に
は
他
民
地
の
購
買
力
が
強
め
存
在
し
て
ゐ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ

た
。
と
と
る
で
析
民
地
の
蹄
民
力
は
、
4
2

ロ
ム
ま
で
も
左
く
そ
の
輪
出
力
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
植
民
地
の
輸
入
力
を
高
め

る
た
め
に
は
何
土
り
も
先
づ
モ
D
輪
出
を
増
大
せ
し
め
た
け
れ
ぽ
た
ら
た
い
と
言
ふ
事
に
在
る
。
従
来
、
植
民
地
D
輪
出
は
専
ら
農

産
物
白
輸
出
に
限
ら
れ
て
を
り
、
し
か
も
モ
れ
に
よ
る
利
益
は
犬
部
分
が
中
間
商
人
に
よ

2
て
奪
は
れ
て
ゐ
た
た
め
に
、
槌
民
地
位

民
の
購
買
力
は
殆
ん

E
上
昇
を
見
友
い
欣
態
に
在
っ
た
。
か
う
し
た
傑
件
白
下
に
語
い
て
植
民
の
購
買
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
常

アラ

ν
ス
植
民
帝
園
田
問
題

第
五
十
王
轡

骨

髄

O 
ゴじ

= 
七

d'aujourd'hui.' 1937， p. 488 
..Pi:erre Reqllime， Ibid.J p. 78. 
Maurice Guernier， Ibid.， p. 81. 
Andγe ~Tettc， Lc Probleme Le l'Industrialisation des Territoires Fran但"
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プ
ヲ
シ
ス
植
民
帝
岡
田
問
題

俸
宜
十
王
巻

J、
第

醗

O 

然
に
植
民
地
工
業
を
育
成
し
、
農
業
人
口
よ
り
も
工
業
人
口
を
多
数
に
創
出
す
る
以
外
に
十
点
法
が
無
い

b
け
で
あ
る
。
植
民
地
の
工

常
時
化
が
か
く
し
て
問
題
に
た
る

b
け
で
あ
る
が
、
然
し
締
業
そ
白
他
自
近
代
工
業
を
植
民
地
に
成
立
せ
し
め
る
危
ら
ば
、
そ
れ
は
本

図
工
業
と
の
町
民
競
司
闘
係
を
作
り
闘
す
と
と
と
た
り
、
植
民
帝
図
。
内
部
分
裂
を
惹
起
す
危
険
を
生
や
る
で
あ
ら
う
。
か
ぐ
し
て

結
局
、
粧
民
地
工
業
は
上
越
し
た
柿
完
的
生
産
物
の
加
工
業
と
い
ふ
範
聞
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
-
な
か
っ
た
と
言
ふ
わ
け
で
あ
る
。
己

れ
は
帝
悶
経
納
に
お
砂
る
一
つ
白
自
己
矛
盾
で
あ
っ
た
と
同
時
に
帝
国
主
義
的
た
見
解
の
限
界
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
ふ
と
と

が
出
来
る
。

次
に
、
補
完
的
生
産
を
椛
氏
地
に
む
い
て
褒
展
せ
し
め
る
と
し
て
、
そ
の
矯
に
必
要
左
保
件
と
し
て
は
、
先
づ
『
植
民
地
施
払
』

(FAZE唱

grEH)
の
問
閣
が
あ
っ
売
。
熱
海
・
鍛
道
・
運
河
等
の
交
泊
設
備
の
ほ
か
、
農
業
に
長
け
る
漣
概
施
設
、
工
業
に
沿
け

る
褒
電
設
備
在

E
が
之
で
あ
り
、
己
れ
ら
の
施
設
は
既
に
夙
〈
よ
り
各
植
民
地
位
沿
い
て
着
手
さ
れ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
乙

h

に
沿
い
て
最
も
困
難
た
問
題
は
、
そ
の
経
費
支
帥
析
。
問
顕
で
あ
っ
た
9

植
民
地
財
政
は
窮
迫
し
、
公
債
費
行
も
そ
の
限
度
に
達
し

て
ゐ
た
Mm
況
白
下
に
在
つ
て
は
、
そ
の
財
源
を
何
底
忙
求
め
る
か
が
重
要
た
問
題
で
あ
っ
た
。

一
九
三
五
年
の
帝
園
舎
議
に
於
い
て

も
、
乙
の
問
題
が
採
り
上
げ
ら
れ
、
岡
家
信
用
の
力
に
よ
っ
て
植
民
地
施
設
を
行
は
ん
と
し
た
が
質
現
在
見
る
に
見
ら
宇
、
そ
の
後

一
九
三
七
年
の
植
民
地
金
庫

q
S
E
E
F
E
C
忙
閲
ナ
る
法
律
案
陀
沿
い
て
再
び
と
の
問
題
が
採
り
上
げ
ら
れ
る
に
主
っ
て
ゐ
る
己

と
は
、
問
題
の
核
心
が
か
う
じ
た
黙
に
在
っ
た
と
と
を
示
す
も
D
で
あ
ム
。

生
産
の
自
然
的
保
件
の
改
善
と
並
ん
で
、
弐
に
は
枇
合
的
保
件
の
改
良
が
問
題
と
た
る
。
か
う
し
た
試
み
は
従
来
の
フ
ラ
ン
司
杭

民
地
に
沿
い
て
は
会
〈
刷
ら
れ
な
か
っ
た
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
内
ま
づ
第
一
に
靖
手
さ
る
べ
き
も
の
と
し

τ生
産
者
一
た
い
し
は

既
買
業
者
の
組
織
化
の
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
北
ア
フ
リ
カ
に
長
け
る
農
産
物
販
費
組
合
が
あ
る
が
、
之
を
除
ヤ
て

は
一
般
に
生
産
は
勿
論
、
販
賓
の
組
織
化
す
ら
全
然
行
は
れ
て
ゐ
た
い
寅
欣
で
あ
っ
た
。

¥ 

d'Oatre-Mer. 1939. p. 41. 

Pit!TTe :f{eqt1ime， Jbfd.， p. 134・
Pierre Requime， Jbid.， p. 147; 
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植
民
地
に
沿
い
て
以
上
の
諸
施
設
が
企
て
ら
れ
る
と
と
も
に
、
次
忙
は
植
民
地
と
本
固
と
を
蓮
繋
ず
る
格
上
輪
迭
を
如
何
に
す
る

か
が
問
題
と
た
る
。
柿
民
情
闘
を
建
設
す
る
た
め
に
は
、
帝
国
内
の
海
道
を
フ
一
フ
V

ス
本
開
が
澗
占
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ム
」
己
九
一

が
フ
ラ
ジ
ス
海
運
は
、
舶
舶
建
造
費
が
高
〈
且
つ
多
〈
白
一
枇
合
的
負
婚
を
負
ほ
さ
れ
て
ゐ
た
た
め
に
¥
運
賃
に
沿
い
て
到
底
闘
際
競

争
に
謝
抗
し
得
左
い
政
態
忙
在
り
、
従
っ
て
帝
図
内
D
輪
迭
を
猫
占
す
る
わ
け
に
は
行
か
一
な
か
っ
た
ロ

『
フ
ラ
ン
ス
帝
園
内
の
海
運

を
再
組
織
し
、
杢
帝
国
的
た
機
構
に
よ
っ
て
厳
重
に
統
制
(
と
く
に
運
賃
に
闘
し
て
)
さ
れ
た
海
運
摘
占
の
横
張
を
闘
る
と
と
が
緊
要
で

あ
る
己
と
主
張
き
れ
る
欣
態
陀
在
っ
た
。

四

結

言

フ
ラ
V

ス
植
民
帝
闘
は
、
そ
白
成
立
に
常
っ
て
、
強
め
一
定
白
計
喪
を
も
っ
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
は
悶
よ
り
無
か
っ
た
。
そ
れ

は
個
々
の
植
民
所
動
白
線
計
と
し
て
車
に
自
然
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
た
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
二
十
世
紀
に
沿
い
て
世
界
史

の
新
た
在
る
展
開
と
と
も
に
、
元
来
、
，

T九
世
紀
的
た
秩
序
に
他
た
ら
泣
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
帝
岡
は
、
自
ら
の
陣
替
を
整
備
し
強
化

す
る
己
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
る
世
界
経
済
の
現
寅
に
謝
庭
し
よ
う
と
努
め
た
の
で
あ
る
。
「
肘
界
は
、
事
賞
、
新
た
在
る
均
術
に
向

ひ
っ
っ
ち
る
。
北
パ
廃
忙
沿
い
て
は
過
去
り
規
則
と
か
僻
統
と
か
は
、
も
は
や
通
用
し
た
い
。
』
フ
ラ

V

ス
楠
民
帝
岡
の
問
題
は
、
か
〈

し
て
杢
く
新
た
在
問
題
と
し
て
提
出
さ
れ
ね
ば
-
な
ら
な
か
っ
た
。
主
来
遁
べ
来
っ
た
帝
闘
再
建
の
諸
万
策
は
、
と
の
や
ろ
友
帝
図
主

義
的
危
要
求
に
導
か
れ
て
主
張
さ
れ
た
も
白
で
あ
っ
た
。
し
か
し
て
か
h
る
諸
方
策
が
賓
現
さ
れ
る
た
め
に
は
、
本
固
と
植
民
地
を

包
含
す
る
帝
図
的
た
組
織
を
先
づ
形
成
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
に
さ
う
し
た
努
力
も
種
々
沸
は
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

-
九
二
二
一
住
ー
に
『
北
ア
フ
リ
カ
舎
議
』
(
『
ω
Bロ
示

2

8

Z。
己
〉
主
色
自
)
が
招
集
さ
れ
、

己
ミ
陀
本
圃
と
植
民
地
と
D
矛
盾
を
調

整
し
、
そ
の
結
束
を
強
化
せ
ん
と
す
る
帝
図
的
危
合
議
が
始
め
て
悶
か
れ
る
と
と
と
な
っ
た
。
本
台
議
は
、
本
因
の
絶
叫
大
臣
と
閥

¥
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Maurice Guernier， Ibid.， p. 121. 
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14) 
I) 



フ
ラ
ン
ス
植
民
帝
岡
白
問
題

帯
主
十
宜
容

四
O 

第

醐

係
各
大
臣
の
ほ
か
ア
ル

P
T一り
7
・
チ
ユ
ニ
ス
・
モ
ロ
ツ
コ
・
同
ア
フ
リ
カ
の
間
代
表
位
上
っ
て
構
成
さ
れ
、
北
ア
フ
リ
カ
陀
長
け
る

、
軍
事
的
・
政
治
的
・
経
済
的
共
通
問
題
に
閲
し
て
協
議
が
行
は
れ
た
。
そ
り
後
一
九
三
五
年
陀
は
更
に
レ
ヴ
ア

y
ト
諸
闘
を
も
加
へ

がで
戸『

1: ~t 
白 7
舎フ
議 F
はカ
嘗 ・
て地
存中
在海
し 高
た等
ふ 委
白員
の舎
う L

ち?
最 L
主 E
蚕 F
-e il 
有芯

力 E
tJ. g， 
も自
由 陶

芸品
ロ

あ
i'. つ J

た骨
』唱

乏匠
百 E
は 官
れ f
て=

ゐ F
-~2) 2: 

と
改
郁
さ
れ
る
に
至
っ
た

地
中
海
高
等
委
員
舎
は
、
フ
ラ
Y

ス
帝
圏
内
D

一
部
地
域
の
み
を
封
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
之
と
は
別
陀
帝
圏
内
の
一
全
領

域
を
包
含
す
る
組
織
健
を
建
設
せ
ん
と
す
る
要
求
も
、
早
〈
か
ら
存
在
し
た
U

一
九
三
三
年
の
「
植
民
地
貿
易
合
議
』

(
n
S
F
E日

E
C
E
H
M
2
2
2
2
5
会
よ
ぴ
同
年
の
『
議
備
舎
議
』

(
E
C
U
T
E
s
-官
2
5
R
)
は
勃
れ
も
か
L
る
意
闘
の
現
は
れ
で
あ
っ
た

が
、
か
う
し
た
試
み
は
一
九
三
四
年
か
ら
翌
一
九
三
五
年
に
か
け
て
開
倦
さ
れ
た
『
帝
園
舎
議
』

(
F
n
S
F旦
S
F
1
2
F
。訟の
r

t
r
E
2
7
F
Fロ
F
E日
常
。

E
E
A
F拘
骨

V
F
Z
o
o
E
2
2喝
O
E
E
O
R
内

F
5
1冨
op)
に
蒔
い
て
一
際
貨
を
結
ぶ
E
と
と
在
っ
た
。

し
か
し
本
合
議
は
『
そ
れ
は
帝
関
内
D

一
事
件
で
は
あ
ワ
た
け
れ

E
も
、
帝
国
の
制
度
で
は
友
か
っ
た
』
と
一
言
は
れ
る
や
う
忙
、
資

行
力
も
永
績
性
も
有
つ
も
の
で
は
左
〈
、
何
等
白
解
決
を
も
興
へ
得
泣
か
っ
た
。
然
る
に
一
方
、

一
九
三
五
年
以
後
の
闘
際
危
機
は

益
占
切
迫
し
つ
i
A

あ
り
、
特
に
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
力
強
い
攻
勢
陀
直
面
し
て
強
力
た
帝
園
組
織
憶
を
一
目
も
早
〈
設
立
す
る
E

ム
」
が
要
望
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
フ
フ

y
λ

政
治
の
貧
困
と
各
植
民
地
の
反
目
が
摘
し
て
、
遂
に
か
a
h

る
要
求
を
満
足
せ
し
め

得
な
い
ま
ま
で
、
第
二
の
世
界
犬
戦
に
突
入
し
怠
け
れ
ば
な
ら
友
か
っ
た
。
そ
し
て
戦
争
は
フ
ラ
ン
ス

K
閲
す
る
限
り
、
開
戦
は
同

時
に
敗
戦
で
あ
っ
た
と
い
ふ
と
と
が
閃
来
る
け
れ

E
也
、
し
か
も
フ
ラ
ン
ズ
植
民
帝
闘
が
、
フ
ラ

V
ス
敗
戦
後
の
今
日
忙
お
い
一
て
も

倫
ほ
多
〈
白
問
題
を
残
し
て
ゐ
る
と
と
は
周
〈
人
の
知
る
と
己
ろ
で
あ
る
。
本
稿
は
今
究
大
戦
前
K
島
け
る
フ
ラ
Y

ス
植
民
帝
闘
の

問
題
を
、
帝
国
主
義
的
た
見
解
民
総
ひ
っ
ミ
概
観
し
、
そ
れ
に
就
い
て
一
臆
全
般
的
左
腕
野
を
も
た
う
去
努
め
た
も
の
忙
他
た
ち
た

い
。
個
々
白
特
殊
問
題
に
闘
し
て
、
更
に
詳
細
友
検
討
が
た
さ
る
べ
き
で
あ
る
E
と
は
勿
論
で
あ
る
。

Maurice Guernier， Ibirl.， p. 66.日erreRequime， Ibid.， p. 201. 
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